
 
 
 
 
 
 
 
 
      

自他を大切にする  ～自分を大切に⇒相手を大切に 

校長 小野島 晶 
 

残暑はまだ厳しいですが、朝晩の空気の冷たさから秋の気配を感じるようになりました。

３３日間の長い夏休み。保護者の方はお仕事、家には子供だけ、というご家庭も多かった

ろうと思います。長い休みが悩ましいとも感じられたでしょう。お子さんに対する多くの

配慮が必要だったはずです。子供たちの安全・安心の確保をありがとうございました。 

充実期となる長い２学期が始まりました。地域や保護者の皆様、引き続き子供たちのた

めにお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

①７／３０（水）の津波警報にどう対応・行動したか（ヒグマ出没の話題も） 

②「自分の心と体を大切に」 

始業式では、大きくこの二つを話題にしました。 

 ①は、通常の授業日ならどうなっていたか等、学校として反省すべき点が多くありまし

た。まずは、子供たちや保護者の皆様がおよそ安全に対応できた点にほっとしております。

一方で、学校の果たす役割（富岸小は“避難所ではない”）をはじめ、 

◆自分の命は自分で守る（子供だけで過ごしていた・事態に気付けなかったケースあり） 

◆自分の判断力や行動力がとても大切（避難訓練を思い出し、避難していた子も複数） 

◆子供たちや教職員の安否確認も重要 

など、確認が必要な多くの事柄に気付かされました。この後、子供たちの当日の行動を聞

き取りつつ、学校の対応策を改めて整理します。これを、後日お知らせいたします。 

 

 そして②。２学期は、特にここを大切にしたいと子供たちに伝えました。 

まず、自分の心と体を大切にする。そして、一人一人はかけがえのない存在であることを

再認識し、仲間も大切にするよう心掛ける。そのことで、人間関係や生活環境がよくなり、

よりよい富岸小学校に向かっていく。それを自分たちで進めようと呼びかけました。 

「人を傷付けることはしない・言わない」を学校として重点的に指導していますが、相

手意識が十分でなく、衝動的な荒い言動で仲間を傷付けてしまう場面はまだ見られます。

意識して取り組んでいる子は継続し、軽く考えている子は改めていく。全員が心掛けて行

動することにより、子供たち自身がよりよい学校づくりに向かえるよう話をしましした。

引き続き、一人一人の子供に寄り添いながら、全ての子のウェルビーイングにつなげます。 

 

２学期も、子供主体の教育活動を進め、よりよい学校づくりに向け職員一同全力で取り

組みます。皆様のご理解と応援をよろしくお願いいたします。 

学校の教育目標 

○思いやりのある子 

○深く考える子 

○からだを鍛える子 とんけし 
富岸小学校 学校だより №６ 令和７年８月２９日 

ホームページ http://www.noboribetsu.ed.jp/~tn_info/ 



 

 

 

 

 
 

９月の行事 

 
   

 
 

 

 
  

 
 

 

   

    

  
 

 

   

    

 
 

 
 

  

 
 

 
 

  

 
   

   

  
 

 

   


